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南三陸町 震災と復興 解説
南三陸町では、 これまで明治三陸津波、 昭和三陸津波、 チリ地震津波と過去 100年の

間に大きな被害を受けてきたが、 そのたびに防災 ･滅災対策を強化しながら、 震災から

の復興を遂げてきた。 一方、 町の発展は常に海と共にあり、 豊かな海の資源は町に恵み

をもたらしてきたことも確かである。

南三陸町には、 1930 年に河北新報社主催で選定された ｢東北十景｣ の人気投票で第

一位になったほどの美しい海岸があった。 また、水産資源が減少し枯渇状態にある昨今、

町 .漁協 .遊漁船業者など地域全体で一体となった環境保全活動が 2006年 ｢全国豊か

な海づくり大会｣ にて表彰されるなど、 全国的に高い評価を得ていた。 マダコなどは志

津川湾で捕れる有名ブランドであり、 カキやギンザケ養殖も盛んである。

海と共存するにあたり、 繰り返されてきた災害に対しても、 町全体で対策に取り組ん

できた。 何度も繰り返されてきた津波に対しては、 海岸沿いに十数 k m に及ぶ防潮堤を

築いた。 そしてインフラ対策のみならず、 地域内の世代を越えた交流を重要視し、 災害

時にも ｢助け合える｣ コミュニティの形成に取り組んでいた。 この街ではいにしえから

の伝統文化や歴史を大切に、 人々は豊かな自然があふれる町に誇りを持って生き続けて

いるのである。

震災の教訓
この度の大津波は過去に対策を行ってきた津波の想定を、 大きく上回るものであった。 南三陸町の 17,666 人の町民のうち死者 ･行

方不明者は793人に上り、 最多時には半数以上の住民が避難を強いられた。 中には、 長きに渡り避難生活を送っている町民もいる。

今回の大震災により、 これまでの ｢津波への備え｣ に関する考え方を大きく見直さなくてはならない。

以下、 南三陸町が町民の方々に行った避難調査の結果からうかがえる震災の教訓である。 この教訓を踏まえ、 これからは ｢最大ク

ラスの津波｣ を想定し、 新たな対策をとる必要がある。

津波が来ないと思った。 考えもしなかった。

警報から津波が来るまでの間に、 自宅に荷物をとりに戻った人が逃げ遅れた。

防潮堤などの防災施設への過信や思い込みにより、 避難行動が遅れた。

･高齢者や障害者などの交通弱者、 地理に不案内な来訪者など迅速な避難が困難な状況であった。 一方職嵯に近くの高台に

避難した方々の命が教われており、 避難経路の充実が極めて重要であった。

･安全な避難場所までの移動距離が長いため、 車で移動した人が電柱や電線の倒壊により通行不能となり、 また渋滞に巻き

込まれるなどして被害に遭う状況があった。

･一度の避難では安全な場所に避難できず、 二度、 三度避難しなければならなかった人も多く、 安全な場所への避難が遅れ

る状況があった。

･地震発生後の情報収集手段が限られていた。

低地の市街地が壊滅的な被害に遭った。

地盤沈下と津波の引き測るこより、 堤防が破壊され、 役場 ･病院等公共施設及び、 店舗 ･工場 ･漁港 ･

交通網や、 水道管、 情報通信の発信 ･受信基地など、 ライフラインが被災し、 その脆弱性が露呈した。

病院等公共施設及び、 店舗 ･工場 ･漁港 ･家屋等が流出した。

宮城県南三陸町

復興の全体像と見通し-- 防災と減災の考え方 -
南三陸町は復興した先の “まちの将来像" として ｢自然 ･ひと ･なりわいが紡ぐ安らぎと賑わいのあるまち｣ と定めた。 この復興

計画は ｢防災と減災｣ という考え方に基づいている。

これまでは、 過去に繰り返し発生していた ｢発生頻度の高い津波｣ を想定し、 ｢逃げる｣ を基本にしながら、 防潮堤などの海岸保

全設備等を整備する ｢防ぐ｣ ということを対策としてきた。 ところが、この度は想定を大きく上回る ｢最大クラスの津波｣ が発生し、
低地のほとんどが壊滅的な被害を受けた。

この教訓を踏まえ、 これからは ｢防ぐ｣ のほか、 住まいの高台移転や低地の土地利用規制等による ｢安全な場所 (高所) に住む｣

という考えを加えて、 ハード ･ソフトを組み合わせた総合的対策にシフトしていく。

復興の遣すじとしては、 この先 10年間を ｢復旧期｣ ｢復興期｣ ｢発展期｣ という段階にわけて復興を行う予定である。

復旧期 :仮設住宅における心のケア事業などにより、 生活環境が整い始め、 新しいコミュニティが形成される。 さらに、 タコ漁や

秋サケ漁、 ワカメ養殖などが始まり、 それにともない加工場や市場が立ち始めるなど、 漁港周辺のにぎわいが戻り始める期間。

復興期 :高台に家が立ち始め、 新しい街並みが形成されていく。 経済的な面においては、 農林水産業の復旧のみならず新しい企業

が立地するなどし、 雇用機会が徐々に広がっていく期間。

発展期 :高台への移設がほぼ完了し、 公共施設の準備が始まる。 そして街のにぎわいの復興とともに、 観光客等の街への来訪者が

増え始める期間。

土地利用のあり方
現時点は ｢復旧期｣ にあたるため、 インフラ整備において必要な土地の利用方針を固めている。

南三陸町は町民意向を踏まえた新しいまちづくりを進めるために、本年 7月に全世帯を対象に ｢復興まちづくりに関する意向調査｣

を実施した。 調査結果は、 ｢これから住みたい場所を選ぶ際に重視すること｣ という項目で、『津波に対する安全性｣ (62.6% ) が最も

高く、｢自然災害に強いまちづくりで重要なこと｣ については、最も高い回答が『住まいの高所への配置』 (68% ) という結果であった。

同月に開催された ｢震災復興計画地域懇談会｣ では、『具体的な移転場所選定や移転事業を進める際には町民の意向を重視する』

といった趣旨の意見があり、 賛同を多く得た。 南三陸町は今後とも必要に応じて、 意向調査を行い、 町民の意向を確認しながら復興

を進めることとしている。

ポスターの表面に掲載されている復興計画案などは、 様々な復興構想ゾーニング (土地利用計画において、 用途ごとに区分して一

団の地域又は地区の指定を行うこと) に基づいて行っている。 下の図が土地利用断面図である。

居住ゾーン ･公共公益ゾ｣ ン :より安全

性の高い場所が求められるため、 高台に

機能を配置する。

公園 ･緑地ゾ- ン :復興の象徴であり、

災害時には緩衝帯として機能する、 多面

的な役割を担う公園を整備する区域。 安

全上、 居住地としての利用を制限する。

産業 ･商業 ･観光ゾーン :水産業の再生

に必要な市場 ･作業場 ･水産加工施設な

どを効果的に配置する区域。 港町らしい

賑わいと魅力ある店舗などが並び、 観光

交流施設を設ける区域。

道路 ･鉄道 :幹線道路や鉄道は災害時の

交通機能を確保、 津波からの多重防御機

能を確保するため、 盛土による嵩上げを

行う。 さらに産業 ･商業 ･観光ゾーンと

高台を結び、 復興のシンボルとなる道路

(復興道路) を整備する。 志津川駅 (JR

気仙沼線) は高台に配置する。

-
丘 居住地･産業工Uア 海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　- -･- - 『三:.　　 　　　　　　　　

居住地(住宅･商業) 緑地 産業･観光エリア 海

鳶きてもきせさせこさ･蔦‐　　　　 　　　　　　
　　　　　　 　　　　　　
　　
　　　　　　　 　　　　　　　　

A :最大クラスの津波(17m程度) B :発生頻度の高い津波(8m程度)

注 :記載内容は、 2011年 9月 18日付で南三陸町震災復興計画 (素案) として発表されたものを参考にして
作成したものです。 これは南三陸町の意見であり、 これから国や宮城県に要請して実行する予定です。
南三陸町ホームページ http://w w w .tow n.m m am isannku.m iya顔jp/

役場が流出したことにより、 行政機能が麻痺し、 初動の救援活動に大きな影響が生じた。

避難施設を結ぶ交通網の寸断や燃料の枯渇等により、 教授 ･救護活動が限られ、 物資搬送に支障が出るなど、 救援活動が遅れた。

情報ネットワークの寸断により、 安否確認などもままならなかった。

･行政情報が住民に行き渡らなかった。

.ライフラインの復旧が進まず、 長期間寸断した。

.集落が複数の避難所に分散避難せざるを得ない状況となり、 地域コミュニティの弱体化や崩壊の危機に直面した。

･漁港を含む職場が被災 ･流出し、 仕事の再開が困難な状況となった。

.患者の疾病履歴や投薬情報が失われ、 治療に影響を与えた。

･災害廃棄物の処理が難航し、 仮設住宅の用地確保に時間がかかった。

はちづくりの断面イメージI

丘陵地

文化施謹ま溌閃爵斤雪水産加工場
、 g【m m .･･･き,. .･., .
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